
2014 年８月吉日 
各位 

　　　　山と自然の聖地研究会 
 

「第２回山と自然の聖地の集い」 
開催のお知らせ 

 
暑中お見舞い申し上げます。 

猛暑が続く毎日ですが、皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

早速ですが、「第２回山と自然の聖地の集い」を下記の通り開催いたしますので、お知らせ

いたします。 

 ２０１６年から 8 月 11 日を『山の日』と定める祝日法改正が成立しました。『山の日』の意

義について、法改正の中で「山に親しむ機会を得て、“山の恩恵”に感謝する」と明記していま

す。ここでは、山を自然の聖地として地域の人々に崇拝されてきた歴史・文化をベースに、こ

れからの山の自然保護や山の適正な利用のあり方について学び、討議する場とします。 

 皆様のご参加をお待ち致します。 

敬具 
記 

 
１．日  時:2014年９月 1２日（金）18：00～20：00 

２．会 場：ニュー新ホール（案内地図（裏面）参照） 

      東京都港区新橋 2-16-1（B2階）  

［Ｊ Ｒ］新橋駅 烏森口徒歩 3分 

       ［地下鉄］都営浅草線・東京メトロ銀座線「新橋駅」烏森口徒歩 3分 

３．参 加 費：1,000 円（資料代） 

４．申 込 み：特定非営利活動法人山のＥＣＨＯ 

  〒105-0004 東京都港区新橋 5-5-1 IMCビル新橋 9F 

  TEL03-6809-1518／FAX03-6809-1412 

５．プログラム 

第一部［講演］聖なる山と保護地域、そして富士山世界文化遺産 

（講師）高橋 進氏（共栄大学教育学部教授） 

（講演内容）聖地などが保護地域の誕生の一形態であること、植物名を通した日

本の山岳の信仰・保護地域との関係、インドネシアの聖山登山の体

験、富士山世界文化遺産登録の学術委員としての解説、信仰対象の

巨樹巨木との比較などから現代の自然の聖地のあり方などを講演す

る予定です。 

第二部［意見交換］“自然の聖地活動で自然をどう守るのか”(仮題) 

＊参加者全員で意見を交換し、次の展開を提案します。 

＜主 催＞ 山と自然の聖地研究会 

＜問合せ＞ 山と自然の聖地研究会（090-8300-4856（小川）） 

    ※終了後、交流会を実施します（参加費実費） 
≪申込み≫ 

お名前、ご所属、連絡先を明記の上、

下記までお申し込み下さい。 

メール：ogawa@alpine-tour.com  

ＦＡＸ：03-6809-1412 



【申し込み先 ogawa@alpine-tour.com】 
              2014年  月  日 

※ この用紙にてメールでご返事下さい。該当個所をご記入下さい。 
 

「第２回 山と自然の聖地研究会」 

参加申込書 

氏  名  交流会   参加 ・ 不参加 

所  属  

住所 
□ 勤務先 

□ 自 宅 

〒 

TEL  FAX  

Ｅmall  

問合せ：小川
お が わ

（090-8300-4856）、上
うえ

（090-7904-9096） 

 

≪会場案内地図≫ 
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